
公明党では市民相談・法律相談を
行っています。どんなことでもお気
軽にご相談ください。詳しいことは、
各議員、狛江市議会公明党にお問
い合わせください

小野寺かつき佐々木たかし かめい和美 石川かずひろ
03-3488-686303-5438-2172 03-3480-2741 03-3480-9516

第１回定例会で一般質問が行われました平成２7年

佐々木たかし議員

狛江市議会公明党４名の議員は、皆さまからの要望やご意見、また、日頃から取り組んでいる政治テーマについて質問しました。

■市民要望の実現に向けて
　はじめに子育て支援の市長公約でもある北部地域への児童館の設置に
ついて質問。候補地の確保に向けた手続きを進めており、平成２７年度中に
目途を付けるということが確認できました。
　また、民生委員が不在の地域にあっても高齢者世帯へのお声掛け等の
取り組みを切望し、交通安全対策では、特に駒井大通り、猪駒通り、そして今
後信号機撤去が予定されている「ふれあい広場前」交差点の早急な安全対
策を強く要望しました。商店街や個店の抱えるご相談のお客様の車両駐車
について、担当部はじめ問題解決に向けた取り組みを要望しました。

■安全安心なまちづくり
　災害時の避難所運営とアレルギー対応の備蓄品の充実を要望。また、こま
え安心安全情報メールにおける事件等発生の情報発信だけでなく、その後
の犯人逮捕等の情報についても発信できるような取り組みを要望しました。

■古民家園について
　指定管理業務であった古民家園を市直営管理にする経緯や今後の事業
内容等を確認し、狛江市の歴史や文化を学べるネットワーク拠点としての取
り組みを要望しました。

■妊娠から出産・子育て期まで切れ目のない支援を！
　近年、核家族化が進む中、妊娠・出産などで悩みを抱える妊産婦さんが、
増加しています。特に出産後の女性は心身ともに疲弊し、育児不安から「産
後うつ」になる恐れもあります。子どもを産みやすく、育てやすい環境をつくる
ためには、産後ケア事業など切れ目のない体制が必要です。
狛江市においては、窓口も所管も複数に分かれているため、妊娠届や産後
ケアについて多くの課題が明確になりました。そのため母子保健コーディ
ネーターの配置をはじめ、専門職の増員など必要な体制の整備を強く訴えま
した。
重ねて不育症に対する助成も要望しました。

■益々増える待機児童！その解消に向けた対策について
　狛江市における待機児童は年々増加。そのため25年度以降、認可保育
園を4園開園し139名の定員増を図ってきました。しかし27年度の保育園の
申し込みは前年より145名増加の659名。不承諾者が363名と過去最高にな
りました。
　フルタイムの共働きの方でも入所が厳しい状況になりました。
　保育ニーズの増加を踏まえ、小規模保育事業の誘致や保育ママの増員
の検討を強く要望しました。更に不承諾になった方に対しては、誤解のないよ
う丁寧な対応で、しっかり説明責任を果たすよう指摘をしました。

■総合防災訓練について
　まず、総合防災訓練の取り組み状況について質問。高橋市長が就任し
てから、この２年半で訓練参加者が2割増加し、平均２２０名の方がそれま
でより、多く参加する実践的な防災訓練に変わったことが確認できました。
　次に、緊急地震速報を活用した大規模なシェイクアウト訓練の導入につ
いて、市の見解を伺いました。「自助の啓発において有効な訓練で、どのよ
うに組み込めるのか検討する」との回答を頂きました。

■マイナンバー制度と自治体クラウドについて
　マイナンバー制度で期待される効果は、①低所得者に対する社会保障
の充実、②行政手続きの簡素化、③生活保護の不正受給防止や脱税防
止などに活用、④大災害時に積極的な支援が可能となることです。こうし
たマイナンバー制度の意義や申請方法、活用方法について、１０月までに
市民の皆さまへ、丁寧に説明して頂きますことを要望致しました。
　 マイナンバーカードは、ＩＣチップを利用することで、印鑑登録証、証明書
交付、コンビニ交付などに利用可能となりますので、市民サービス向上のた
め、検討を要望致しました。市からは、「費用対効果や既存カードの役割な
どを検証した上で、利便性の向上に向けて検討していきたい」との回答を
頂きました。
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■認知症予防の推進について
　65歳以上高齢者を対象にした要介護状態となるおそれがあるかどうかの

調査票について確認。市からは、「回答があった方の約5.4%が要介護状態と

なるおそれがあると把握され、そのうちの３割程度の方が認知症予防が必

要だと思われる」ということが、市の答弁からわかりました。

　次に認知症の前段階である「軽度認知障害」の状態からの早期発見が

重要だと「スクリーニングテスト」を実施している他市の事例を紹介、また、市

のホームページにおいて認知症がどうかをチェックできるシステム、パソコンを

使用していないという方のために「こまほっと」の相談室や地域包括支援セン

ターでもチェック診断ができる体制を提案・要望しました。

　市からは「前向きに検討する。タブレット

等も想定しながら、実現の可能性を探って

いく」との回答をいただきました。

　予防推進の為には早期の発見と対応

が最重要です。「いつまでも健康でいられ

るまち・狛江」を目指した取り組みを進めて

まいります。


